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１ 次の（１），（２）の各問いに答えなさい。 

 

（１）       を計算しなさい。（H29） 
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（２） ２×（－５２）を計算しなさい。（H30） 

    ２×（－５２）＝２×（－２５）      確認） －５２＝－５×５＝－２５ 

           ＝－５０              （－５）２＝（－５）×（－５）＝２５ 

 

 

 

２ 下の図のように，正三角形ＡＢＣの辺ＢＣ，ＣＡ上にＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄ，Ｅをそれぞれとりま

す。また，線分ＡＤと線分ＢＥの交点をＦとします。ただし，点Ｄは点Ｂ，Ｃと，点Ｅは点Ｃ，Ａと

重ならないものとします。 
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指導する先生方へ   正答率 宮城県８０％ 全国８７％ かい離７％ 

分数の乗法の計算ができるかどうかをみる問題です。 

分数や小数を含む計算は，正の数と負の数の学習だけでなく，文字式や方程式，比例，反比例や一

次関数などの学習の基盤となるため，確実にできるように指導することが大切です。 

指導する先生方へ   正答率 宮城県６０％ 全国６９％ かい離９％ 

指数を含む正の数と負の数の計算ができるかどうかをみる問題です。 

指数を含む正の数と負の数の計算では，計算の順序を理解し，確実に計算できるように指導するこ

とが大切です。その際，誤りのある計算例を取り上げ，計算方法を確認する場面を設定することが考

えられます。 

 



 

上の図において△ＡＢＤ≡△ＢＣＥを示し，それをもとにして，∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥであることが

証明できます。∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥとなることの証明を完成しなさい。（H29） 

 

証明 

△ＡＢＤと△ＢＣＥにおいて 

仮定より，             ＢＤ＝ＣＥ   ・・・① 

    正三角形の辺はすべて等しいから   ＡＢ＝ＢＣ   ・・・② 

    正三角形の角はすべて等しいから ∠ＡＢＤ＝∠ＢＣＥ ・・・③ 

    ①，②，③より２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから 

                  △ＡＢＤ≡△ＢＣＥ 

合同な図形の対応する角は等しいから， 

                    ∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導する先生方へ   正答率 宮城県３４％ 全国４４％ かい離１０％ 

筋道を立てて考え，証明することができるかどうかをみる問題です。 

結論を導くためには何がわかればよいかを明らかにしたり，与えられた条件を整理したり，着目す

べき性質や関係を見いだし，事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えたりする活動を取り入れ，証明

できるように指導することが大切です。その際，結論から仮定，仮定から結論の両方向から考えて証

明する場面を設定することが考えられます。 


